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要 旨

佐賀市近辺地域在住の中高齢者を対象に夏期の環境調節行為に関するアンケート調査を行った結

果、以下の実態が明らかになった。

1）全世帯がエアコンを使用しており、平均使用時間は 8月が11.2時間、9月が8.0時間であった。

設定温度は28℃が35人（44%）で最も多く、8割近くが27℃以上であるなど冷やしすぎない配慮がさ

れていた。これは約98％がエアコン使用に際して「（非常に〜少し）意識している」と回答した省エ

ネルギー意識や、「冷房された部屋にいることは健康のために良くない」という考え方に 1割しか

「（やや）反対」のなかった健康観が反映されたものと思われる。

2）エアコン使用以外の環境調節行為では通風や日射遮へいの実施率が高かったが、著者らが以前プ

レハブ住宅居住者を対象に行った調査と比較して特徴的な傾向がみられた。本調査ではプレハブ調査

と比較して通風のために窓を開ける世帯の割合は低く、玄関ドアや勝手口を開放する世帯の割合が高

かった。後者の実施率は44％でプレハブ住宅の倍以上であった。また、日射遮へいはカーテン・ブラ

インドを用いる世帯の割合が低く、すだれ・よしずを用いる割合が高かった。

3）滞在場所や生活行為の季節変化としては「（夏は）風通しのよい場所を選んで過ごすようになる

（50%）」や「（夏は）涼しい時間に仕事や家事を済ませるようになる（67%）」「（夏は）暑い時間帯は

休憩していることが多くなる（58%）」などの該当率が高かった。

1 ．緒言

近年は夏の猛暑を冷房なしで乗り切ることが難しくなってきている。2014年の日本におけるルームエア

コンの所有台数は1,000世帯あたり2,723台（ 2人以上の世帯）で、2009年の2,478台から10% 近い増加を

示している
1)
。家庭でのエネルギー消費における冷房の割合は全国平均で 3％程度、九州に限っても 5％

程度であり、一般的な印象よりも少ないが、気温の上昇やヒートアイランド、加えて居住者の快適志向な
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どによって今後の増加が懸念されている。冷房エネルギー消費抑制のためには住宅建物の断熱・気密性の

向上やエアコンの性能向上が重要である。しかし、一方で日本の伝統的民家が備えていた深い軒・庇によ

る徹底した日射遮へいや広い開口による通風の確保といった涼の取り方も捨てるべきではない。健康を害

される危険があるような極端な暑熱は冷房でしのぎ、暑さがましになる時間や季節には昔ながらの涼の取

り方を楽しむような賢い住まい方が求められる。

著者らはこのような居住者の住まい方の工夫による熱的快適性のコントロールを「環境調節行為」と呼

称し、その実態把握や省エネルギー効果の実証を進めている。環境調節行為には、暖冷房機器の使用をは

じめ、着衣調節、窓の開閉、しつらえの変更、打ち水、すだれや風鈴の使用など様々なものがある。さら

に居住者が日常生活において、夏期はより涼しい場所、冬期はより暖かい場所に選択的に滞在するなど、

滞在場所や生活パターンを季節に合わせて変化させれば、暖冷房エネルギーの使用を削減できる可能性が

あり、このような行動も環境調節行為の一種と捉えることができる
3)-5)
。

本報は夏期の滞在場所選択を含めた居住者の環境調節行為について、中高齢者を対象に行ったアンケー

ト調査の結果を報告する。中高齢者の世帯では子どもが独立している場合も多く、そのような世帯（いわ

ゆるエンプティネスタ）では住居の部屋数に余裕があり、選択できる滞在場所の制限が少ないと考えた。

また、通風と日射遮へいの実施状況については、プレハブ住宅を対象とした過去の調査との比較を行い、

本調査の対象地域である佐賀の地域性を考察する。

2 ．調査方法

佐賀大学が毎年実施している中高齢者のための健康教室の参加者を対象に夏の涼の取り方に関するアン

ケート調査を行った。2013年10月25日の教室終了時に配布、持ち帰っての記入を依頼し、次週11月 1 日の

教室で回収した。調査時期が10月となったことからアンケート表紙に「今年の夏の最も暑かった時期（ 8

月ごろ）の過ごし方を思い出して回答」するよう明記し、また配布時に口頭でも説明した。

アンケートの質問項目は①エアコン・扇風機の使用状況、②夏の涼の取り方（環境調節行為）③夏の生

活状況・滞在場所の変化③省エネルギー意識や価値観である。
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図 1 回答者年齢 図 2 同居者数
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アンケートの有効回収数は86票（有効回収率77%）、回答者の性別は女性が80人で93% を占め、男性は

6人であった。年齢は56歳から87歳までの幅があるが60代、70代で 9割近くを占めた（図 1）。同居者数

は 2人世帯が過半を占め、次いで単身世帯、3人世帯が多かった（図 2）。住居型式は一戸建てが75件、

集合住宅が10件（不明 1件）で、平均延べ床面積は138.8㎡、築年数は平均31.1年であった。

また、通風と日射遮へいの実施状況の比較を行うプレハブ住宅調査の概要は以下の通りである。調査は

大手プレハブ住宅メーカーの居住者を対象とした夏の防暑行為に関するWEBアンケートである。同住宅

メーカーの一戸建て住宅購入者を対象とした会員用ホームページ上にアンケートページを作成、告知メー

ルにより当該ページへのアクセスを依頼して回答を得た。調査期間は2002年11月 5 日から11月30日。ホー

ムページ運営上の都合により、調査時期が秋季になったため、アンケートでは「今年の夏の最も暑かった

時期を思い出して回答してください」という教示を与えた。有効回答者数は1,514人（告知メール送信数

に対する回収率約12％）で、回答者の年齢は30代から50代が多く、平均は45歳。性別は男性が多く75％を

占めた。住宅床面積は平均140.7㎡で当時の公庫利用住宅の平均値とほぼ同じ。エアコンの保有率は96％

であった。

3 ．結果・考察

3 ．1 エアコンの使用状況

全世帯がエアコンを使用しており、1日の平均使用時間は 8月が11.2時間、9月が8.0時間であった。図

3は 1日のエアコン使用時間を 4時間毎の度数分布で示したものである。8月では 4時間以上 8時間未満

が最も多く、次いで 8時間以上12時間未満であった。9月では 4時間未満が最も多く、次いで 4時間以上

8時間未満であった。また、8月 9月ともに20時間以上使用している世帯が少数ではあるが存在した。図

４に時間帯毎のエアコン使用率を示す。 8月 9月ともに昼と夜に使用率のピークがあり、夜のピークの方

が時間が長く、また使用率も高い。夕食から就寝までの間にエアコンが最も使用されているといえる。22

時以降のエアコン使用率は急激に低下し、 0時以降には 8月でも30%程度の使用率になっている。
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図 3 エアコン使用時間の度数分布

0

5

10

15

20

25

30

35

〜
4
時
間

4
〜
8
時
間

8
〜
12
時
間

12
〜
16
時
間

16
〜
20
時
間

20
〜
24
時
間

（件）

8月
9月



設定温度は28℃が35人（44%）で最も多く、次いで27℃が23人（29%）と 8 割近くが27℃以上であった

（図 5）。25℃以下が11人（13%）のみであることも併せて冷やしすぎに対する配慮がされているといえ

る。これには次に述べるようなエアコン使用に関する省エネルギー意識、健康意識、夏の過ごし方の理想

像などが影響を与えていると思われる。

図 6はエアコン使用に際しての省エネルギー意識を「非常に意識している」「意識している」「少し意識

している」「意識していない」の 4段階で回答を得たものである。「非常に意識している」と「意識してい

る」を合わせて66%、さらに「少し意識している」を加えると約98％が何らかの省エネルギー意識を持っ

ていることが分かる。図 7は「冷房された部屋にいることは健康のために良くない」という考え方に対す

る賛否を「賛成」「やや賛成」「どちらともいえない」「やや反対」「反対」の 5段階で回答を得たものであ

る。最も多かったのが「どちらともいえない」で43% であった。これは夏の熱中症対策として冷房の有

効性が周知されている一方で「冷やしすぎ」などによる「だるさ」「夏バテ」などの不健康なイメージも

併せ持つためと思われる。また、次いで「やや賛成」「賛成」が多く、両者を合わせると47% で「どちら

ともいえない」よりも多い。加えて、「反対」「やや反対」を合わせても10% 程度であることなどを考え

ると、エアコン使用や冷房に対して不健康なイメージを持つ人がまだまだ多いといえる。図 8は「電気料

金等を気にしないでよければ」という条件を付けた上で理想の夏の過ごし方を問うたものである。通風と

扇風機のみ、またはそれらを中心として冷房をなるべく使用しない生活を希望している人が74% と3/4を

占める。一方で、冷房中心で暑さがましなら通風・扇風機という人も21% おり、「通風・扇風機中心」の

人と合わせて「暑さに応じて通風、扇風機、冷房を使い分けながら暮らしたい」グループと捉えると86%

がそれに該当する。

3 ．2 環境調節行為の実施状況

エアコン使用以外の環境調節行為の実施状況を図 9に示す。窓開放による通風や薄着による体温調整の

実施率が高い。通風では窓の他にも住戸内の襖やドアの開放、玄関や勝手口の開放がそれぞれ50% 程度

の実施率であり、開放的な住まい方を行っている居住者が多いことが分かる。また、日射遮へいの実施率
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図 4 時間帯毎のエアコン使用率
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も高く、カーテンやブラインドが60%、よしずやすだれが55%、緑のカーテンが28% であった。最も手軽

なカーテン・ブラインドの使用が最も多いが、窓の外側で遮へいを行い効果の高い、よしず、すだれ、緑

のカーテンも一定数使用されている。雨戸やシャッターによる日射遮へいの実施率が低いのはそれら装置

の設置自体が少ないためと思われる。図10は開口部の開放実態について、著者らが以前プレハブ住宅居住

者を対象に行った調査と比較したものである。プレハブ調査の結果は地域別に示している。本調査ではプ

レハブ住宅調査と比較して通風のために窓開放の実施率は低く、室内のドアや襖の開放は同程度である一

方、玄関・勝手口開放の実施率が目立って高かった。また、プレハブ住宅では都市部（関東・近畿）で玄

関・勝手口開放の実施率が低く、逆に中国・四国と九州で実施率が最も高かった。本調査では玄関や勝手

口を開放している世帯の割合は44％で、プレハブ住宅で最も実施率の高い地域と比較しても倍以上の実施
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図 7 ｢冷房は健康に良くない」か？（N=86） 図 8 理想の夏の過ごし方（N=86）

図 5 冷房設定温度（不明を除く；N=79） 図 6 冷房時の省エネルギー意識（N=86）
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率であった。これには住宅形態や敷地条件、居住者の年齢や習慣など様々な原因が考えられるが、筆者ら

は既報
6)
にて、居住者の防犯面での安心感が玄関ドアの開放につながることを指摘しており、今回の調査

地域のコミュニティーの強さなども重要な要因と思われる。

図11は日射遮へいの実施実態についてプレハブ住宅調査と比較したものである。本調査ではプレハブ住

宅調査と比較して日射遮へいにカーテン・ブラインドを用いる世帯の割合が低く、すだれ・よしずを用い

る割合が高かった。プレハブ住宅調査では北海道から近畿にかけては暑い地域ほどすだれ・よしずの使用
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図 9 環境調節行為の実施率（複数回答，N=86）

図10 通風方法の比較
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が増える傾向があり、近畿での実施率が最も高かったが、本調査での「すだれ・よしず」による日射遮へ

いの実施率は55％で、プレハブ住宅で最も実施率の高い地域よりも10ポイント程度高かった。

3 ．3 住まい方の季節変化

滞在場所の季節変化を図12に示す。夏の間の在室や居場所が他の季節から変化するかを質問したもので

ある。「上記いずれも当てはまらない」は 5 %のみで、何らかの滞在場所選択を行っている居住者が95%

を占める。該当者が最も多いのは「冷房しているリビングや茶の間で過ごす時間が増える」で65% が該

当する。一方、「冷房している個室や寝室で過ごす時間が増える」は 9 %のみであり、個室よりも公室を

冷房し、そこで過ごす住まい方が多いといえる。また、冷房室で過ごす時間が増える居住者が多い一方で

「風通しのよい場所を選んで過ごすようになる」も50% が該当する。両項目ともに該当すると回答した居

住者が28人（33%）おり、冷房と通風を使い分けている様子が伺える。これは図 8に示した理想の夏の過

ごし方とも合致する。一方、縁側や屋外で涼を取る行為は極めて少ない。縁側のない住宅が増えているこ

とや縁側は外気に近いために最暑期には高温になりやすく、その場所に滞在する優位性がないことが理由

と考えられる。屋外空間も同様で、これらの空間は中間期の快適な季候のときに滞在場所としての価値を

発揮するものと思われる。

生活行為の季節変化を図13に示す。滞在場所の変化と同じく、夏の間の生活パターンが他の季節から変

化するかを質問したものである。「上記いずれも当てはまらない」は 5 %のみで、季節に合わせて生活行

為の時間や内容を変化させている居住者が95% を占める。該当者が最も多いのは「涼しい時間に仕事や

家事を済ませるようになる（67%）」で、次いで「暑い時間帯は休憩していることが多くなる（58%）」

「朝、起きる時間が早くなる（55%）」の該当率が高かった。夏期は生活を「朝型」に変えることで暑さに

対処している居住者が多いといえる。また、「家にいる時間が増える」に36％が該当すると同時に「家以

外の冷房の効いた場所に出かけることが増える」も30％弱が該当する。両方に該当するのは 4人（ 5 ％）

のみであるため、夏の間は外出を控えるグループと涼を求めて外出するグループに分かれるといえる。
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図11 日射遮へい方法の比較
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4 ．まとめ

佐賀市近辺地域在住の中高齢者を対象に夏期の環境調節行為に関するアンケート調査を行った結果、以

下の実態が明らかになった。

1）全世帯がエアコンを使用しており、 1日の平均使用時間は 8月が11.2時間、 9月が8.0時間であった。

設定温度は28℃が35人（44%）で最も多く、 8割近くが27℃以上であるなど冷やしすぎない配慮がされて

いた。これは約98％がエアコン使用に際して「（非常に〜少し）意識している」と回答した省エネルギー
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図12 滞在場所の季節変化（複数回答，N=86）

図13 生活行為の季節変化（複数回答，N=86）

0 ％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

冷房しているリビングや茶の間で過ごす時間が増える

冷房している個室や寝室で過ごす時間が増える

風通しのよい場所を選んで過ごすようになる

上の階が暑いので、下の階で過ごすことが増える

玄関や廊下が涼しいので、そこで過ごすことがある

縁側が涼しいので、そこで過ごす時間が増える

朝日や西日の当たる部屋を避けて過ごすようになる

屋外で涼むことがある

その他

上記のいずれも当てはまらない

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

朝、起きる時間が早くなる

夜、寝る時間が早くなる

涼しい時間に仕事や家事を済ませるようになる

暑い時間帯は休憩していることが多くなる

椅子やソファーよりも床に座ることが多くなる

家にいる時間が増える

家以外の冷房の効いた場所（店や図書館など）
に出かけることが増える

その他

上記のいずれも当てはまらない



意識や、「冷房された部屋にいることは健康のために良くない」という考え方に 1割しか「（やや）反対」

のなかった健康観が反映されたものと思われる。

2）エアコン使用以外の環境調節行為では通風や日射遮へいの実施率が高かったが、著者らが以前プレハ

ブ住宅居住者を対象に行った調査と比較して特徴的な傾向がみられた。本調査ではプレハブ調査と比較し

て通風のために窓を開ける世帯の割合は低く、玄関ドアや勝手口を開放する世帯の割合が高かった。後者

の実施率は44％でプレハブ住宅の倍以上であった。また、日射遮へいはカーテン・ブラインドを用いる世

帯の割合が低く、すだれ・よしずを用いる割合が高かった。

3）滞在場所や生活行為の季節変化としては「（夏は）風通しのよい場所を選んで過ごすようになる

（50%）」や「（夏は）涼しい時間に仕事や家事を済ませるようになる（67%）」「（夏は）暑い時間帯は休憩

していることが多くなる（58%）」などの該当率が高かった。
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